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～今後の施策検討に向けて～先進事例紹介

１. はじめに
　山形県のほぼ中心に位置する村山市。総務省
が毎年発表している「市町村の活性化施策事例
集」に、平成20年度から平成24年度まで５年連
続で市の事例が掲載されました。５年連続で掲
載されたのは、全国で村山市を含め２自治体の
みです。今回は、この村山市の事例の中から、
平成23年度に掲載された「読書シティ宣言」プ
ロジェクト事業を紹介します。

２. 村山市立図書館について
　昭和54年に開館した旧図書館は、戦前の古い
建物を活用したものであったため、市では長年、
図書館の整備が懸案となっていました。そのよ
うな中、平成22年５月に総合文化複合施設「甑
葉（しょうよう）プラザ」が開設され、その中
核施設として新図書館がオープンしました。
　平成25年10月現在、蔵書数は約９万8,000冊、
年間利用者数は延べ約15万人（ちなみに村山市
の人口は約２万6,000人）となっています。
　館内で特に興味深いものとして、館内の音を
遮り、集中して読書ができる「静読室」がある
ことや、自動貸出機が設置されていることが挙
げられます。
	

３. 「読書シティ宣言」プロジェクト事業
　この事業は、平成22年度に新図書館が開館し
たことや、ちょうどその年が国民読書年であっ

１. はじめに
　福岡市では、平成25年６月に策定された「行
財政改革プラン」の柱の一つである「チャレン
ジする組織改革」の実現に向け、平成26年度組
織編成から、各局区（各局と市内行政区）が自
律的に改革を推進していくためのツールとして
「ポイント制定員管理」を導入しています。
　これは組織編成権の大幅な委譲を受けた局区
が、限られた人員・財源の中で、現場に即した
弾力的な体制を構築することを狙いとした新た
な組織編成手法です。今回は、この職員定数管
理・人員配置の先駆的な取り組みである「ポイ
ント制定員管理」について紹介します。

２. 「ポイント制定員管理」とは
　この手法は、職員や嘱託員の人件費を局区ご
とにポイント換算し、ポイント管理による総人
件費の抑制を図りながら、各局区長の責任と権
限で、柔軟に組織編成を行うものです。
　各局区では、今年度当初の組織人員の経費を
ベースに配分されたポイントの範囲内で、ポイ
ント制の特徴を生かしながら、業務の質と量に
見合った効率的で効果的な組織体制となるよ
う、創意工夫により編成に取り組むこととなり
ます。
　例えば、業務点検し、「どの役職が何人必要か」、
「定型業務には嘱託員を活用する」など、人員配
置は総ポイント内でやりくりして行われます。
　ポイントは、各職位（局長級から係員）の平
均給与を基に係員を100として、職位ごとに値
が決められています【図１】。このポイント制
では、業務量や職務能力を測定してポイント化
するのではなく、職責により定められる職位ご
との人件費に応じてポイントが設定されます。	

たことなどをきっかけとして始まりました。読
書活動を推進することにより、学習意欲を喚起
し、文字や言葉を次世代に伝え、心豊かな市民
生活と活力あふれる社会をつくることを目的と
しています。
　主な事業としては次のものがあり、市民から
好評を得ています。
◎全国読書川柳コンクール
→毎年10月に本や図書館に関する川柳を全
国から募集。平成24年度は約5,000句の
応募があった。この応募に先だって、「川
柳ステップアップ教室」も実施している。

◎プレママの絵本づくり
→赤ちゃんを授かったお母さんが、お腹の
わが子に贈る「世界で１冊だけの手づく
り絵本」を作るというものである。

◎夜の図書館
→季節ごとに１回、土曜日の開館時間を夜
９時30分まで延長。館内の照明を落とし
て音楽を流し、普段とは違った幻想的な
雰囲気を作り出している。

◎郷土資料コーナー
→郷土資料約１万部を揃え、閲覧可能とし
ている。

４. これまでの成果及び今後の展望
　旧図書館では、例年２万7,000人程度であっ
た年間利用者が、新図書館開館後の平成24年度
には約15万人に増加し、市民一人当たりの図書
貸し出し数も大きく伸びました。これは、市民
の読書に対する関心や図書館への興味が高まっ
たことによると言えます。
　今後、市では、より多くの市民に利用しても
らえるように、引き続き魅力的な図書館づくり
を考えていくとともに、読書活動の推進につな
がる全国初の事業として、「読書シティ宣言」
のＰＲに一層努めていくこととしています。

　【図２】はこの手法の導入により、各職場に
おいて専門性の高い業務と低い業務の区分けが
促進され、業務の質と量に応じた柔軟な人員配
置が可能となることを示す例です。ポイント制
を生かすことで、総人件費を抑制しつつ組織の
最適化、組織力の最大化を図ることができます。

　さらに、業務体制や方法の見直しの結果、生
み出されたポイントの剰余分は、１ポイント＝
68,000円のレートで予算に交換するか、翌年度
に繰越すかを選ぶことができ、組織改革のモチ
ベーションを上げる工夫がなされています。
　なお、委託により体制を見直す場合は、配分ポ
イントを予め交換して予算措置を行うことができま
す。例えば、係員10人がかりの業務を全委託する
と、【減員分のポイント（1,000ポイント：6,800万円）
－委託料（例5,000万円）＝剰余分（1,800万円）】
がインセンティブとなり、剰余を他の事業予算へと
交換することなどが可能となります。
　このポイント制では、局区での組織編成に際
し職員定数をいったん人件費に比例してポイン
ト化するものの、編成後は総務企画局にて本来
の定数（人数）単位の管理に戻されます。実際に
誰をどこに配置するかの人事は最後に行われます。

３. 組織の最適化と組織力の最大化を目指して
　この手法の特徴は、組織編成のベースを従来
の職員数や役職者数といった「人数」単位から
「人件費」単位で捉えた発想の深化にあります。
ポイント値は、同じ職員１人でも経費が異なる
ことを如実に表しています。組織編成権の委譲
と経費起点の構築により、組織は自律性と柔軟
性を持ち、コスト意識の向上とともに、現場の
実情を踏まえた人員配置の促進が期待されます。
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▲図書館内部の様子

【図１】　職位別ポイント表
職員 ポイント 嘱託員 ポイント 嘱託員 ポイント

局長級 ₂10 A職 ₉0 E職 ₄0
部長級 1₉0 B職 ₈0 F職 ₃0
課長級 1₇0 C職 ₇0

※嘱託員は、職責
に応じ、便宣上
Ａ～Ｆ職と表示

係長級 1₄0 D職 ₆0
係員 100 Dʼ職 ₅0

【図２】　ポイント制の導入イメージ

現  行 変更後
職位等 ポイント 職員数 総ポイント 職員数 総ポイント
局長 ₂10 1 ₂10 1 ₂10
部長 1₉0 ₅ ₉₅0 ₅ ₉₅0
課長 1₇0 1₇ ₂︐₈₉0 1₇ ₂︐₈₉0
係長 1₄0 ₆₄ ₈︐₉₆0 ₆₄ ₈︐₉₆0
係員 100 1₇₅ 1₇︐₅00 1₇₂ 1₇︐₂00

嘱託員D職 ₆0 ₇₅ ₄︐₅00 ₆₅ ₃︐₉00
嘱託員F職 ₃0 0 0 ₃0 ₉00

合  計 ₃₃₇ ₃₅︐010 ₃₅₄ ₃₅︐010

※【図１】・【図２】ともに福岡市総務企画局行政部組織調整課からの提供資料より作成

《係員と嘱託員D職の業務・人員を見直し、専門性が低い定型業務に嘱託員F職を充てた例》


